
 

市民公募委員 

 

 

（１）募集期間：令和５年１０月１８日～１１月１０日 

 

（２）応募数：１人 

 

（３）選考結果：選考中 

 

 

選考委員会の意見 

 

 □応募者は事故以降の花火の打ち揚げの関係者である。 

 

 □市民アンケートや関係者ヒアリングの結果等を踏まえて、まずは花火大会 

の議論をすることについて理解が得られているかを協議する段階である。 

事故以降の花火の打ち揚げの関係者を市民公募委員として委嘱することに 

対しての議論が必要である。 

 

□このため、第３回花火大会のあり方を考える会で議論を行い、その結果に応 

じて選考委員会にて審査を行うことを検討する。 

 

 

資料４ 


